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案件 

高齢者施策の取組実績と今後の取組について 

 
健 康 福 祉 政 策 課 

健康福祉総合相談課 

健 康 づ く り 課 

 

１．政策等の背景・目的及び効果 

健康福祉部では、高齢者が、可能な限り住み慣れた地域で、生きがいをもって暮らし続ける

ことができるよう、地域や関係機関と連携しながら、認知症に関する理解促進や予防、早期発

見などの取組や、権利擁護支援の一環として実施した身元保証や死後事務委任などの取組、ま

た、身近な場所にある新たな介護予防拠点である「街かど健康ステーション」の取組など、高

齢者施策を推進しています。 

この度、令和６年度（2024 年度）に新たに実施したこれら取組の実績と、今後の取組につい

て報告するものです。 
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２．内容 

（１）認知症施策の推進 

①認知症の理解の促進 

ア．認知症基本法と新しい認知症観 

認知症の人を含めた共生社会の実現を推進するための「認知症基本法」の理念と、「認知

症になってからも、一人一人が個人として、できること・やりたいことがあり、住み慣れた

地域で仲間とつながり、希望をもって自分らしく暮らし続けることができる」という「新し

い認知症観」の理解を深めるため、大学教授による認知症基本法の解説と当事者家族の体験

談を聞く「勉強会」、認知症当事者や家族等も参加できる「オレンジレセプション」を開催

しました。 

参加された方からは、認知症の理解の促進はもとより、「実体験をもとに話を聞けたので

参考になった」、「家族や身近な方の接し方が大切だと思った」などのご意見をいただきま

した。今年度は、認知症当事者の実話をもとにした映画の放映を予定するなど、引き続き、

認知症基本法の主旨や「新しい認知症観」の理解促進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

▲勉強会のチラシ 

▲オレンジレセプションの様子 

▼枚方市認知症施策推進キャラクター 
 『のうむ』 
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 基本法について理解を深めるための勉強会 オレンジレセプション 

日 時 令和６年 12 月８日(日)14 時～16 時 令和７年２月６日(木)13 時半～15 時 

会 場 
枚方市立総合文化芸術センター  

別館 6階 大会議室 

枚方市立総合文化芸術センター 

イベントホール及び創作活動室 

参加者数 122 人 137 人 

内 容 

種智院大学 明石隆行氏 

「認知症基本法についての講義」 

フリーアナウンサー 岩佐まり氏 

「認知症の母親との生活体験」 

認知症当事者 丹野智文氏による講演 

生花パフォーマンス 等 

 

参加者 

の声 

アンケート回答者 110 人  

・とても参考になった 50％ 

・参考になった 39.1％  

・認知症に関する理解が深まった 48.2％ 

・やや深まった 43.6％ 

◇アンケートでの意見 

・最近の動向がよくわかった。 

・実体験をもとに話を聞けたので参考になった。 

・新しい認知症観を知ることができた。など 

 

アンケート回答者 121 人 

・とても良かった 78.5％ 

・良かった 13.2％  

・本イベントをきっかけに「新しい認知症観」を

知り理解できた 83.5％ 

◇アンケートでの意見 

・認知症当事者の意見が聴けて良かった。 

・認知症の方でも失敗を成功に変えていくことが

大切だと感じた。 

・生花パフォーマンスが素晴らしかった。 

・認知症当事者の話に涙が止まらなかった。 

・家族や身近な方の接し方が大切だと思った。など 
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イ．当事者や家族等の意見の把握 

令和９年度から 11 年度（2027 年度から 2029 年度）の３か年を計画期間とする、「高齢者

保健福祉計画 21（第 10 期）」に「認知症施策推進計画」を包含するため、認知症の当事者

や家族から本市の認知症施策等について意見を聴く場を４回開催しました。 

当事者からは「もっと人と話せる場を提供してもらいたい」などのご意見、当事者家族か

らは「近所の人等から認知症のことを言われるのがつらい」などのご意見がありました。 

今年度におきましても、引き続き、こうした取組を継続するとともに、当事者や家族を対

象としたアンケート調査を実施し、今後の認知症施策の検討に役立てます。 

【意見を聴く場】 

 開催日 参加者内訳 

第１回 令和６年 11 月 21 日(木) 当事者３人・家族３人（在宅３人） 

第２回 令和６年 12 月 12 日(木) 当事者４人・家族２人（在宅３人・施設入所１人） 

第３回 令和７年２月 13日(木) 当事者７人・家族 10人（在宅２人・施設入所５人） 

第４回 令和７年３月６日(木) 当事者４人・家族２人（在宅１人・施設入所３人） 

当事者

の声 

・もっと人と話せる場を提供してもらいたい 

・手話通訳に月１回～２回通っている。私のことをわかってくれている昔から知っている人がい

る。自分に負担がかからないようにしている。 

・言いたいことが言えた。いつもは言わせてもらえないから。など 

当事者

家族の

声 

・近所の人等から認知症のことを言われるのがつらい。 

・デイサービスなど介護サービス等を利用することで心にゆとりができた。 

・このまま認知症が進んだ時に共倒れになると困る。今のうちから今後のこ

とを決めて動いた方がいいかと思っている。子どもも心配してくれて、相

談にも乗ってくれているので助かっている。など 

 
▲認知症当事者とのミーティングの様子 
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ウ．企業の認知症理解に向けた支援 

「ひらかた健康優良企業（※）」に対して、認知症の症状や予防方法などの認知症に関する

理解とともに、家族の介護をきっかけとした離職防止、当事者の就労継続など、サポートす

る制度づくりへの働きかけを行いました。 

今後は、当該企業を対象に実施している「健康講座」に、本内容を新たなメニューとして

加えるとともに、企業の勤務形態に合わせた開催時間や場所を工夫するなど、柔軟に対応す

ることで、引き続き企業における認知症理解に向けた働きかけを行います。 

加えて、「日本認知症官民協議会」が進める「認知症バリアフリー宣言」を推進するため、

同制度の紹介ページを市ホームページ内に作成しました。引き続き、認知症の人やその家族

の方々にとって、安心して店舗やサービスを利用できる環境の提供を推進します。 

（※）ひらかた健康優良企業：従業員の健康づくりに取り組む企業として市に登録する制度 

 

【認知症理解のための働きかけ】 

実施日 企業名 
参加人数 

（うち web 参加人数） 

令和７年１月 29 日 （株）松井製作所 66 人（62 人） 

令和７年２月６日 フジケミ近畿（株）枚方工場 10 人（ ３人） 

令和７年２月 14 日 
日本ペイント・オートモーティブ
コーティングス（株） 37 人（24 人） 

合  計 113 人（89 人） 

 

【参加者の声】 

・介護をするときの心構えだけで

はなく、自分が発症しないために

今できることを知ることができた

ので、とても参考になった。など 

【企業担当者の声】 

・社内の健康経営推進では生活習

慣もテーマとして含めております

ので、認知症も絡めて進めていき

たいと思います。など 
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▼補聴器購入助成事業の案内チラシ 

②認知症予防の取組 

○加齢性難聴に対する補聴器購入助成 

加齢に伴う高齢者の難聴は、他者との会話に加わりにくくなり、社会的孤立状態を招きや

すくなるなど、社会的・認知的刺激の低下につながり、認知症のリスクを高めることから、

認知症の予防につながる生活習慣の実践を支援するため、令和６年（2024 年）10 月から「補

聴器購入助成事業」を開始しました。事業開始以降、利用の希望や申し込み手続きに関する

相談など、多くの問い合わせを受けており、令和６年度（2024 年度）は、６か月で 48 件の

申請がありました。 

今後については、引き続き、補聴器購入助成事業のさらなる普及啓発とともに、対象者の

拡充等について、他市の実施状況の調査を行うなど、高齢者の認知症予防や日常生活の質の

向上に努めます。 

 



 

7 

 

③認知症の早期発見とフォロー 

ア．「脳の健康度測定」（早期発見）の取組 

Ⅰ）枚方市医師会とエーザイ株式会社との三者連携 

「かかりつけ医」や「認知症サポート医」の窓口となる「枚方市医師会」及び、認知症

関連の社会貢献活動を展開するとともに認知症治療薬の開発を手掛ける「エーザイ株式会

社」との「三者連携協定」を締結し、自分の脳の健康状態に関心を持つ機会を得ることに

より生活習慣を見直すなどの行動変容の機会とすることや、認知機能の低下が疑われる方

を把握し、市の介護予防事業等への参加を促すなど、必要な方を適切に社会・医療資源に

つなぐことを目的として、デジタルツール「のうＫＮＯＷ」を活用した「脳の健康度測

定」を実施するとともに、認知症関連協力医療機関一覧の作成等を行いました。 

今後も継続して「脳の健康度測定」を実施するとともに、認知症関連協力医療機関の一

覧の更新等を行いながら、認知機能の低下の早期発見・早期支援に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇三者連携の内容 

・認知症、軽度認知障害に関する理解促進 

・認知症の予防、早期発見に関する取組の推進 

・認知症の方を地域で支える仕組みづくり 
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Ⅱ）「脳の健康度測定」の個別測定 

令和７年（2025 年）１月 30 日に、65 歳、68 歳、71 歳の 12,742 人の市民を対象に、認

知症や相談先等に関するご案内とともに、自身のスマートフォン等を使い自己測定ができ

る個別二次元コードを郵送しました。実績は、自己測定実施者 1,531 人、実施率 12.0％と

なりました。 

引き続き、今年度に 65 歳、68 歳、71 歳になられる市民を対象にご案内するとともに、

対象となられる多くの方に自己測定いただけるよう、周知啓発に取り組みます。 

 

 

 

 

そく 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼宛名 

  

  

スマートフォン等を使って脳の自己測定ができるご案内を同封しています。 

ぜひこの機会にご活用ください。 

 

脳の健康度測定のお知らせ 

枚方市 

健康福祉部 健康福祉政策課 

〒573-8666 枚方市大垣内２丁目１番20号 

TEL：072-841-1134 

FAX：072-841-2470 

枚方市認知症施策推進キャラクター 

『のうむ』 

▼個別二次元コードを記載した測定案内 

▼測定の実施方法・結果の見方説明書 

▼認知症の簡単解説 ▼相談支援先等のお知らせ 

▼ブレパサイズ（エーザイ株式会社発行：脳の活性化に係る案内） 

▼認知症関連協力医療機関一覧 
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Ⅲ）「脳の健康度測定」の集団測定 

令和７年（2025 年）３月４日から８日の計５日間、ラポールひらかたにおいて、事前申

込制で、40 歳以上（介護保険被保険者）の市民を対象とした、集団による健康度測定を実

施しました。 

会場では測定に加え、看護師による問診、医師による結果説明や助言、介護予防に関す

る動画視聴などを含めたプログラムを実施し、42 歳から 92 歳の 418 人が参加しました。 

今年度におきましても、自身のスマートフォン等を活用した自己測定とあわせ、集団に

よる健康度測定を実施します。 

  【集団測定の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

  【参加者の年代別人数】 

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 

19人 54人 111 人 176人 56人 2人 

▲測定会場の様子 

のうＫＮＯＷ測定  

（418 人） 

看護師問診 

 （418 人） 

地域包括支援センターによる 

個別生活習慣・改善相談 （149 人） 

 

医師による説明・助言 

受診勧奨等 （86 人） 

 

▲介護予防に関する動画視聴の様子 

（63 人） 

帰宅 

（269 人） 
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Ⅳ）測定後のフォローアップ 

【個別測定】 

認知機能低下のリスクがある記憶力スコアが「Ｂ」であった 149 人に対して、令和７年

（2025 年）４月から開催する大阪精神医療センターの医師などの医療専門職による「こ

ころとからだ生き生き教室」の案内とともに、健康的な生活習慣に関するチラシを送付し

ました。 

また、認知機能の維持向上のための活動を取り入れる支援の必要がある記憶力スコア

「Ｃ」であった 32 人に対しては、地域包括支援センターによる訪問等の個別支援にて、

受診案内や認知症初期集中支援チームの紹介等の支援を行います。 

【集団測定】 

記憶力スコア「Ｂ」は 48 人、「Ｃ」は 17 人であったものの、測定後の看護師の問診を

経て 86 人が医師による説明・助言、受診勧奨等の相談ブースを利用し、149 人が地域包

括支援センターによる個別生活習慣・改善相談ブースを利用しました。 

地域包括支援センターによる相談ブースでは、当日の相談・助言で終了した人が 132 人、

地域包括支援センターで継続的に支援する人が 10 人、地域包括支援センターによる訪問

等の個別支援が必要な人が７人となりました。 

 

■デジタルツール「のうＫＮＯＷ」測定結果 

個別測定（1,531 人） 集団測定（418人） 

Ａ：1,277人  Ｂ：149人  Ｃ：32人 

※測定結果出ず73人 

Ａ：352人  Ｂ：48人  Ｃ：17人 

※測定結果出ず１人 

今後も、健康的な生活習慣を身につけ継続できるよう、引き続き認知機能の低下の早期

発見・早期支援を行っていきます。 

※「測定結果出ず」は、測定途中で

離脱された場合や、時間がかかり

すぎたことなどによるものです。 
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≪参考≫認知症に関する知識の普及啓発や早期発見体制のイメージ図 

（令和６年８月２６日市民福祉委員協議会資料、一部修正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ひらかた脳活教室 

もの忘れリスク外来 
こころとからだ生き生き教室 

（シニアのための脳力チェック検診を包含） 

地域での取り組み 

日常生活の中で続ける

ためのグループ活動等 

医師による本市独自の

認知症予防プログラム 

【記憶の検査などの認知機能

検査と医師による判定】 

受診 

大阪精神医療センター 

MCI リスクが高い 

【軽度認知障害スクリーニング検査】 

認知症について学び、生活習慣の改善と 

取組の習慣化 

MCI リスクが気になる 
地域で継続 

【ハイリスクアプローチ】（高リスク対象者） 

大阪精神医療センターと連携を図り、医師等医

療専門職による「こころとからだ生き生き教

室」及び「シニアのための脳力チェック健診」を

実施し、MCI リスクが高い方は、「もの忘れリ

スク外来」等につなげる。 

のうKNOW（ノウノウ） 

【脳の健康度測定】 

会場参加者には、医

師による結果説明、

アドバイス 

Ａ判定 

Ｂ判定（Ｃ判定の希望者） Ｃ判定 

地域包括支援センター 

認知症初期集中支援

チーム等の個別支援 

【ポピュレーションアプローチ】（全市民対象） 

「ひらかた脳活教室」 の取り組みを地域で広げていくと

ともに、認知症予防の要素を含んだ体操である「ひらかた

元気くらわんか体操」などのグループ等、既存の「地域で

の取り組み」においても、継続的に支援します。 

かかりつけ医 認知症サポート医 

枚方市医師会 

身近で気軽に日常的な治療及

び健康管理について相談でき

る医師 

かかりつけ医等の認知症診断等

に関する相談・アドバイザー等 

【医療体制】 

認知症サポート医を

中核とした認知症に

係る地域医療体制 
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■本市の認知症施策のイメージ図 
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（２）権利擁護の推進 

身寄りのない高齢者が、住み慣れた地域で最後まで安心して生活ができるよう、権利擁護支

援の一環として、令和６年（2024 年）10 月から「見守り」「身元保証の代替支援」「死後事務

委任」などの支援を組み合わせた「ひらかた縁ディングサポート事業」を開始しました。 

事業開始から６か月が経過する中で、多くのご相談を受けるものの、対象となる要件の一部

を満たさないため、利用に至らない方が多くおられることから、令和７年（2025 年）４月から

一部要件を緩和し、対象者の拡充を行ったところです。今後におきましても、引き続き事業の

進捗状況を確認しながら、必要な取組を検討していきます。 

①延べ相談件数・申請件数 

令和６年度（2024 年度） 延べ相談件数 137 件・申請件数 ３件 

令和７年度（2025 年度） 延べ相談件数  54 件・申請件数  ２件（令和７年(2025 年) 

４月 30 日現在） 
 

②令和７年（2025 年）４月からの要件変更内容（※下線部分） 

 

 

 

 

 

 

※令和６年度に対象とならなかった相談者のうち、令和７年度からの要
件緩和で対象となる方については、改めて連絡しています 
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（３）「街かど健康ステーション」の取り組み 

令和６年（2024 年）４月から、高齢者が身近な場所で介護予防につながる活動に取り組むこ

とができる、新たな介護予防拠点「街かど健康ステーション」を、既存の「街かどデイハウ

ス」９か所に設置しました。運営上の課題を共有しながら、一つ一つの声に丁寧に対応すると

ともに、なお一層「介護予防拠点」としての機能が発揮できるよう、令和７年度（2025 年度）

は、各取組に要する時間や回数及び人員配置等を考慮した業務内容及び委託単価の設定の変更

を行いました。引き続き、「介護予防拠点」としての機能をしっかりと発揮できるよう、支援

と進捗管理に努めます。 

①令和６年度（2024 年度）実績 

利用者実人数  - 1,222 人 

 回数 延べ人数 

個人への健康相談等 362 回 - 

グループ相談件数 153 回 - 

体力測定 383 回 1,706 人 

ポール貸与 - 29 人 

DVD を活用した運動教室 
（うち､出前講座） 

2,277 回 
（35 回） 

12,128 人 
（393 人） 

オンライン介護予防教室 
（うち､出前講座） 

1,592 回 
（2回） 

7,656 人 
（17 人） 
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＜運営者の声＞ 

・体操で来られた方が、新しい友人ができ、お茶をするために外出するようになった。 

・グループ活動では仲間意識が強くなり、安否確認にもなっている。 

・何気ないおしゃべりが悩みの相談になり、助け合いにつながっている。 

＜課 題＞ 

・実績報告書の記載方法がわからない。提出書類が多い。 

・オンライン教室におけるインターネット設定が難しい。 

・オンライン教室が他のプログラムとの時間が合わない、また拘束時間も長い。  など 

 

②ＳＰＲＩＮＧひらかた事務局による運営支援 

ＳＰＲＩＮＧひらかた事務局は、「街かど健康 

ステーション」の認知度向上のための手法や新

規参加者を呼び込むためのプログラム企画手法

などについて「運営者向け研修会」を開催し、

運営力強化に係る支援を実施するとともに、自

主グループの組成及び活動支援の手法として、

「学びの場」と「活躍の場」の提供の仕方や結

び付け方等のノウハウを伝授する支援を実施す

るなど、「街かど健康ステーション」が「介護

予防拠点」として機能するよう、運営者に寄り

添った支援に努めました。 
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【様々な取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③街かど健康ステーションの増設 

「街かど健康ステーション」は 13 の日

常生活圏域に 1 カ所ずつの設置をめざして

います。 

令和７年（2025 年）４月から、新たに２

か所開設し（11 か所整備済み）、残りの２

か所につきましては、令和８年（2026 年）

４月からの開設に向けた準備を進めます。 

 

 

【商業施設など様々な場所での啓発活動】 

① 

⑪ 

□：7年度開設 

□：7年度募集 

【ブランディングによる周知啓発】 
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３．総合計画等における根拠・位置付け 

総合計画 

基本目標  健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 

施策目標６ 誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 

施策目標９ 高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 

施策目標 20 いきいきと働くことのできるまち  
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４．事業費・財源及びコスト 

（１）令和７年度（2025 年度）当初予算（一般会計） 

 認知症施策 権利擁護事業 街かど健康ステーション 

事 業 費 認知症施策推進事業経費

19,990 千円 

（印刷製本費 373 千円、 

通信運搬費 3,723 千円、 

委託料 15,894 千円） 

持続可能な権利擁護支援事業

経費 

6,526 千円（委託料） 

街かど健康ステーション事業

経費 

39,000 千円（委託料） 

（＠3,000 千円×13 か所）  

補聴器購入助成事業経費 

3,750 千円（補助金） 

財 源 一般財源 生活困窮者就労準備支援事業

費等補助金 

4,894 千円（補助率３／４） 

一般財源 

（２）令和７年度（2025 年度）当初予算（介護保険特別会計） 

<事業費> 「こころとからだ生き生き教室」4,005 千円 

（内訳）運営委託料 3,984 千円、通信運搬費 21 千円 

<財 源> 国・府・保険料 87.5％  一般財源 12.5％ 

 


